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教科 理数 科目 理数化学 単位数 3 単位 年次 3 年次 

使用教科書 高等学校 化学(第一学習社) 

副教材等 
改訂版 フォトサイエンス化学図録（数研出版）／CanPass 化学基礎＋化学（駿台

文庫）／セミナー化学(第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

概要：化学は、物質とは何か？ということを説明する学問です。 

 今では、「物質は、粒子からできている。」と説明されています。「どのような粒子であれば、その現象やその

反応を理解できるのか」を、学びます。粒子を常にイメージして考えていくようにしましょう。 

進度・及び学習方法：週に４単位で、１１月まで新しい分野を進んでいきます。それぞれの分野ごとに、深く考え

られるところまでほりさげて授業をします。しっかり定着をさせると力がつきます。逆に、１２月以降に前半の復

習を一からする時間はありません。その分野ごとに、しっかり理解することに努めてください。そのためには、あ

る程度日々の復習が必要です。週に１回は、化学 Day をつくり、化学と向き合う日をつくってください。テスト１

週間前には、セミナー化学に取り組み演習を積んで考査に臨みましょう。 考査後は、必ずテストのやり直しを行

い、テスト前のやり残しをつぶしてください。この繰り返しが、化学の力をつけていきます。 

 ３年生になると、模擬試験を数多く受けます。これも、問題演習であると自覚し、しっかりとやり残しをつぶし

てください。理解できていないことを、模擬試験を利用して再確認しましょう。 

 最後に、授業中は、しっかり考える癖をつけてください。聞いて板書を写しているだけでは、考える力はついて

いきません。 

  

 

２ 学習の到達目標 

 さまざまな現象を、「粒子の視点で」理解できるようになる。 

 理解したことを、論理的に説明する力をつける。／自然科学に興味を持ち、能動的に学ぶ力をつ

ける。／ センター試験や大学別の試験に対応できる力をつける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関連

を図りながら物質や自然

現象の関係に関心をも

ち、意欲的に探究しよう

とするとともに、「物質

とは何か」意識するなど、

科学的な見方や考え方を

身に付けている。 

物質や自然現象の中に問

題を見いだし、探究する

課程を通して、事象を科

学的に考察し、導き出し

た考えを適切に表現して

いる。 

物質や自然現象に関する

実験を行い、基本操作を

習得するとともに、それ

らの過程や結果を的確に

記録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に考

察・探究する技能を身に

付けている。 

物質や自然現象につい

て、基本的な概念や原

理・原則を理解し、知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

自習課題への取り組み 

小テスト 

実験レポート 

発表 

小テスト 

課題 

実験レポート 

定期考査の結果 

実験レポート 

定期考査の結果 

小テスト 

実験レポート 

定期考査の結果 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

無
機
物
質 

 

① 非金属元素の単体と化合

物 

② 典型金属元素の単体と化

合物 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

ａ、無機物質の性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，そ

れらに関する基本的な概念や法

則を意欲的に探究しようとす

る。 

ｂ、無機物質の性質や反応などを，

理解し、論理的に説明すること

ができる。 

ｃ、無機物質について観察・実験

を行い，その結果を論理的に考

察したりする。 

ｄ、無機物質の性質や反応に関す

る基本的な概念や原理・法則を

理解し，知識を身に付けている 

課題考査 

第１中間考

査 

前
期 

 

無
機
物
質 

 

① 典型金属元素の単体と化

合物 

③ 遷移元素の単体と化合物 

 

 

 

 

 

○ 

 

 ○ 

○ 

 

 

ａ、無機物質の性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，そ

れらに関する基本的な概念や法

則を意欲的に探究しようとす

る。 

ｂ、無機物質の性質や反応などを，

理解し、論理的に説明すること

ができる。 

ｃ、無機物質について観察・実験

を行い，その結果を論理的に考

察したりする。 

ｄ、無機物質の性質や反応に関す

る基本的な概念や原理・法則を

理解し，知識を身に付けている 

課題考査 

提出課題 

第２中間考

査 



前
期 

有
機
化
合
物 

① 有機化合物の特徴と分類 

② 脂肪族炭化水素 

④ 酸素を含む脂肪族化合物 

⑤ 芳香族化合物 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a、有機化合物について理解し、意

欲的に探究しようとする。 

ｂ、有機化合物の特徴、表記、構

造、性質や反応を理解し，有機

化合物の性質、反応、合成法を

論理的に説明できる。 

ｃ、有機化合物に関する観察・実

験の基本操作や記録の仕方を習

得するとともに，適切な実験器

具の選定や実験操作が身に付い

ている。 

ｄ、有機化合物の構造・性質・反

応対する知識を身に付けてい

る。 

提出課題 

小テスト 

実験レポート 

前期期末考

査 

後
期 

天
然
有
機
化
合
物 

① 糖 

③ アミノ酸、たんぱく質 

③ 核酸 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a、天然有機化合物の性質と構造に

関連に関心をもち，意欲的に探

究しようとする。 

ｂ、天然有機化合物の構造、性質

や反応を理解し、それらを論理

的に説明することができる。 

ｃ、天然有機化合物の性質を，観

察・実験を通して考察すること

ができる。 

ｄ、天然有機化合物の構造、性質、

反応に関する基本的な概念や原

理・法則を理解し，知識を身に

付けている。 

課題考査 

提出課題 

小テスト 

実験レポート 

後期中間考

査 

後
期 

合
成
高
分
子
化
合
物 

① 合成繊維 

② 合成樹脂 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a、合成高分子化合物に関する事

物・現象に関心をもち，その構

造や性質，働きを意欲的に探究

しようとする。 

ｂ、合成高分子化合物の構造、性

質、反応について理解し、その

事象について論理的に説明する

ことができる。 

ｃ、合成高分子化合物の観察・実

験を通して、考察することがで

きる。 

ｄ、合成高分子化合物について、

知識を身に付けている。 

提出課題 

小テスト 

実験レポート 

後期中間考

査 

※ 表中の観点について   a:関心・意欲・態度  b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能  

d:知識・理解 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○

を付けている。 


